
 

 

 

旭野町地区 まちづくり構想 

 

 

 

この「地区まちづくり構想」は、小山市地区まちづくり条例に基づ

き、旭野町地区まちづくり推進協議会の役員会での検討を経て、令

和 7 年 3 月 8 日のまちづくり定期総会により決定されたものであ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旭野町地区まちづくり推進協議会 
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１－２．地区の現況と特性 

１）人口と世帯数 

旭野町地区は、乙女三丁目・暁一丁目・暁二丁目の一部からなることから、乙女三丁目および

暁一丁目・二丁目の人口・世帯数をもって、その傾向を見ることとします。 

 

【人口】 

乙女三丁目・暁一丁目・暁二丁目の人口は、令和5 年 4 月 1 日現在で 2,012 人となっており

ます。平成 26 年は 2,146 人で、平成 30 年～令和 2 年にはやや増加傾向を示したものの、

年々減少傾向にあり、平成 26 年と令和 5 年を比較して 134 人（6.7％）減少しております。

（表-1、図-1 参照） 

 

【世帯数】 

乙女三丁目・暁一丁目・暁二丁目の世帯数は、令和 5 年 4 月 1 日現在で 1,009 世帯となって

おります。平成 26 年は 933 世帯で、令和 4 年を除いて年々増加しており、平成 26 年と令和

5 年を比較して 76 世帯（7.5％）増加しております。（表-1、図-1 参照） 

 

【世帯当たりの人口】 

乙女三丁目・暁一丁目・暁二丁目の世帯当たりの人口は、令和 5 年で 1.99 人となっていま

す。また、平成 26 年には 2.30 人でしたが年々減少傾向にあり、核家族化の進行がうかがえま

す。 

 

 

表-1 乙女三丁目・暁一丁目・暁二丁目の人口推移 各年 4 月 1 日現在 

年 26年 27年 28年 29年 30年 31年 令和2年 3年 4年 5年 

人口   （人） 2,146 2,134 2,138 2,133 2,093 2,111 2,120 2,078 2,018 2,012 

世帯数（世帯） 933 947 953 954 956 982 1,015 1,019 983 1,009 

（栃木県小山市大字町丁名別世帯数および人口推計） 

 

 

図-1 乙女三丁目・暁一丁目・暁二丁目の人口・世帯数の推移 
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２）法的規制状況 

（1）市街化区域  →<8 ページ：「都市計画図」参照> 

・旭野町地区は市街化区域からなっています。市街化区域の用途地域は、第一種住居地域、近

隣商業地域に属しており、容積率 200％、建ぺい率 60％の制限（近隣商業地域は容積率

200％、建ぺい率 80％）が定められています。 

 

（2）都市計画道路  →<8 ページ：「都市計画図」参照> 

・間々田駅の西側には 3・４・１１5 間々田駅前通りと 3・5・113 下町駅前線が、間々田駅

の東側には 3・4・114 間々田駅東線が通っています。 

 

（3）土地区画整理事業  →<8 ページ：「都市計画図」参照> 

・JR 東北本線を挟んで東側が間々田駅東土地区画整理事業、西側の一部が間々田駅前土地区

画整理事業によって整備された区域となっています。 

 

（4）防火地域  →<8 ページ：「都市計画図」参照> 

・近隣商業地域は準防火地域として指定されています。 

 

３）土地利用現況 

（1）自然的土地利用現況の傾向  →<9 ページ：「土地利用現況図」参照> 

・公園や畑として利用されており、自然的土地利用の割合は少ない傾向にあります。 

 

（2）都市的土地利用現況の傾向  →<9 ページ：「土地利用現況図」参照> 

・主に住宅用地として利用されているほか、間々田駅周辺には商業用地や駐車場も多く見られ

ます。 

 

４）建物現況 

（1）用途別現況  →<10 ページ：「建物用途別現況図」参照> 

・主に住宅となっており、間々田駅には商業施設も見られます。 

 

５）道路・交通 

（1）管理者別道路状況  →<11 ページ：「管理者別道路状況図」参照> 
・地区の西側を南北に縦断する国道 4 号が幹線道路として位置付けられています。県道として

一般県道間々田停車場線・境間々田線が、市道としては 3201 号線や 3267 号線などが生

活道路の中心として連絡可能となっています。その他の道路としては、位置指定道路(※1)、

建築基準法第 42 条 2 項道路(※2)等があります。 

※1：建築基準法上の道路としての認定を受けた私道。 

※2：建築基準法第 42 条第 2 項の規定により、建築基準法上の道路とみなされる道路。 

（建築基準法上、建物を建てる為には 4m 以上の接道が必要であるが、都市計画区域お

よび準都市計画区域内にある、幅員 4m 未満の道のうち、特定行政庁の指定したものは、

建築基準法上の道路とみなす処置がとられる。） 

 

（2）幅員別道路状況  →<11 ページ：「幅員別現況図」参照> 
・国道や県道以外の生活道路のほとんどが幅員 4～6ｍですが、一部 4ｍ未満の狭あい道路も

見られます。特に、一般県道境間々田線の狭あい部分が地区の課題となっています。 
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（3）公共交通機関  →<12 ページ：「公共交通機関図」参照> 
・地区の中央を JR 東日本東北本線が南北に縦断しており、間々田駅が立地しています。 

・バス路線は小山市コミュニティバスの「おーバス」間々田線と間々田東西線および渡良瀬ラ

インが整備され、地区内には間々田駅西口と間々田駅東口のバス停があります。 

 

６）公園・緑地・文化財 

（1）公園 

・都市計画公園である 2・2・107 乙女公園が地区の南側に位置しています。また、幼児公園

のあさひの公園があります。 

（2）文化財 

・地区内の南端部には、埋蔵文化財包蔵置として間々田駅南遺跡があります。 

 

７）公共公益施設等 

・地区内には、旭野町公民館と間々田駅前交番が立地しています。 

 

８）供給・処理施設 

（1）給水施設 

・地区の上水道整備は、整備済です。 

 

（2）排水施設 

・地区の汚水処理は、小山市公共下水道間々田第一・第二処理分区に属しており、地区全域で

整備済です。 
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【都市計画図】 
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【土地利用現況図】 
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【建物用途別現況図】 
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【管理者別道路状況図】 
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